
  

 

   

 

  

７ 月 の 行 事 

1 火 プール開き（以上児） 

2 水  

3 木 環境学習（うさぎ組、ほし組） 

4 金 七夕 

5 土   

6 日   

7 月 体操教室  

8 火 英語であそぼう（つき組） 

9 水 親子ひろば  

10 木 音楽教室 

11 金 園外保育の日（弁当） 

12 土   

13 日   

14 月   

15 火   

16 水 親子ひろば 平日職員会議 

17 木 園長会 

18 金 幼稚園機能利用者 1 学期終業日 

19 土   

20 日   

21 月 海の日 

22 火 英語であそぼう（つき組） 

23 水 親子ひろば 

24 木 音楽教室 

25 金 以上児誕生会 

26 土   

27 日   

28 月 体操教室 保育料口座引き落とし日 

29 火 避難訓練 

30 水   

31 木   

８月 12 日（火）～15（金）夏季希望保育 

８月２９日（金）プール納め 

 
 

令和 7年７月１日 
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＊保育ボランティアについて 

7 月 22 日（火）～ 8 月 27 日（水）まで 1 日保育ボランテ

ィア活動期間となります。市内の中学生、高校生が数名来園し

ます。御理解御協力の程よろしくお願いします。 

＊夏季希望保育について 

８月 12 日（火）～15 日（金）は希望保育になります。希望

される家庭は、申込用紙が事務所にありますので、7 月 1 日

以降に事務所に取りに来てください。 

申し込み期日は 7 月 1 日（火）～4 日（金）です。 

今年度より申込用紙を全家庭に配布致していませんので、御注

意下さい。また、締切りが過ぎての申し込みも受け付け兼ねま

す。お気を付け下さい。 

＊七夕の短冊について 

例年、各家庭に配布していましたが、今年度は玄関に短冊が準

備してあります。 

 

 

 

                      

雨が多く、すっきりしない 

梅雨の時期を過ごしています 

が、子ども達は元気いっぱい、 

汗をびっしょりかきながら遊ん 

でいます。 

晴れた日には、泥んこ遊びが 

始まりました。泥遊びは子どもの 

発達に良い影響を与える遊びです。 

洗濯の負担もあるとは思いますが、この時期ならではの遊びを

十分楽しむ事が出来る様、ご理解、ご協力をお願い致します。 

また、見た目は元気いっぱいな子ども達ですが、この梅雨の

時期は、体はとても疲れています。園内でもこの時期特有の感

染症が多く見られるようになってきています。感染症の疑いが

ある場合は、受診をお願いします。 

感染症と診断され、お子さんが登園を再開する時に、医師に

よる「登園許可証明書」が必要な感染症と、医師の診断に従い

保護者が記入する「登園届」の感染症の 2 種類があります。不

明な時は、保健便りをご確認ください。 

周囲に病気をうつしてしまいます。少しでも体調の変化が見

られた時は、無理せず家庭で安静に過ごす様にしましょう。 

 

 

園だより 7 月号 

身体測定 （うさぎ・ほし組） 

身体測定 （ひよこ・つき組） 

身体測定（りす・めだか組） 

 
どろんこ遊びだぁいすき！ 

お水バシャバシャ楽しいね♪ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども園における子供たちの生活の多くが「環境」と関わってます。登降園・給食・散歩・ 遊び等の毎日の
園生活は、地域の自然や草木花、 水、食べ物、電気、紙、ごみ等とのかかわりやつながりがあります。   
毎年、子供たちが夏野菜を育てるために畑を耕して苗を植えることもその一つです。園での生活や活動を「環

境学習・教育の観点」で見直すことでこども園での環境学習・教育の第一歩となると考えています。 これから
の日本を担っていく子供たち一人一人が環境を意識した行動ができるように育っていってくれることはとても
大切なことです。こども園での生活の中で、友達と協力し合いながら、日常的、継続的に環境を意識した活動に
取り組むことで、将来的に日本を、そして地球を守っていこうといった気持ちの素地を少しでも、養うことがで
きればと、思っています。                                  宮野恵理
子 

 昨年度から、子供たちは、ごみを減らし、畑の土を肥やすために給食のフルーツの皮や、玉ねぎやトウモロ
コシをむいた皮などをコンポストに入れて、栄養たっぷりの土づくりを行ってきました。その土を混ぜて畑を
耕し、夏野菜の苗を植えました。そして、空になったコンポストを使って新たに肥えた土づくりに取り組んで
います。そんな活動の中で、子供たちはいろいろな発見や友達同士の関りを通して、成長していきます。 
また、活動の中では、肥えた土づくりに役立っているいろいろな虫たちにも出会いました。 

～非認知能力を育む～ 

 
 
 
 
 
 
 

  

  

ハローこども園の学び 

 

ケラ なんか、おもしろ
い虫見つけた！ 

なんだろう？ 

ケラといっ
て、土の中
にトンネル
をつくって
暮らしてる
んだって！ 

よし、ぼくたちで、
トンネルをつくっ
てやろう！ 

できた！ ここに、住む
といいよ。 

ケラは、自分で
掘ると思うけど
ね・・・ 

ダンゴムシ 先生、Rちゃんが、あ

っちに一人でいるか

ら、「こっちおいで。」

って言ったら、「Fち

ゃんは、来ないで。」

って言われた。 

どうしたんだ

ろうね。先生が

聞いてみるね。 

どうしたの？

F ちゃんが心

配してるよ。 

Fちゃんは、ダンゴ

ムシ好きだから、探し

てるの。 

ダンゴムシ見つ

けたよ。はい！ 

ありがとう！ 

「ケラは、自分で家を作れる。」と思ったMさんだけど、ケ
ラのために協力してトンネルを掘っているみんなに、そんな
ことを言ったら、がっかりさせてしまうと考えた思いやりの
あるMさんでした。 

大好きな F ちゃんを喜ばせようと思っ
て、Fちゃんに内緒でダンゴムシを探して
いた愛がいっぱいの Rちゃんでした。 

大きくなってね！ 脇芽を取ると、トマ

トが大きくなるよ！ 

いい土になる

ように、よくか

き混ぜないと

ね。！ 



 
 

 

子ども達は、園内の身近な自然の美しさや不思議さに触れて感動する体験を通して、自然の変化などを 

感じ取り、関心をもつようになります。身近な動植物に愛着をもって関わる中で、生まれてくる命を目の当

たりにして感動し共感し合い、生命の不思議さや尊さに気付き、自然への敬意が芽生え、命の大切さを知る

ことを通して、互いに思いやりを持って接するようになります。 

   この夏は、園庭で子供が観察したり、発見したりする中で、友達と感動を共有し合ったり、協働して目的

を果たしたりする姿を紹介します。                         宮野恵理子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

昨年度のつき組が作った巣箱で、すくすくと育ったシジュウカラが巣立ちました。5月１８日（日曜日）の

朝、巣立ったと思われます。残念ながら、子供たちは、巣立つ瞬間を見ることができませんでしたが、2週間

ほどにわたって、親が餌を運ぶ様子や、巣箱の中のヒナをが育つ様子（映像）で見ることができました。 

わあ！大きなお口 

パパとママが、あのお口

に虫を入れるんだね。 

 

 

冬は、毛の間に空気を入

れて、もっともふもふで

丸くなるんだよ。 

 

 

がんばれ！ 

かわいい！ 

 

シジュウカラは多くの言語を持つことが知られて

います。子供たちは、2羽の夫婦のシジュウカラが、

互いに声を掛け合い、子育てを頑張る姿を身近に見

て、人間のお父さんやお母さんも、同じように我が子

のことを、一生懸命守ってくれていることを感じる

機会ともなりました。 

～非認知能力を育む～ 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

シジュウカラが巣立ちました 

毛がもふもふになったね。 

 

ぼくが、赤ちゃんのときみた

い。ぼくも、うまれたばっか

りの時、体が赤かったよ。 

 

ほら、虫くわえてる。 

 

 赤ちゃんのごはんだね。 

 

 
何回も来て忙しそうだね。 

 

 

大きくなったね。 

 

パパとママは大

変だね。 

 

高いところで蛇

とか来ないか見

てるんだって。 

 

赤ちゃんを守っ

ているんだね。 

 

ハローこども園の学び 

 

６月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

～非認知能力を育む～ 

昨年度は、浜松市における幼児期に育てたい力について、非認知能力も含めながら、保育・教育活動につ
いて紹介してきました。今年度は、さらに非認知能力の大切さを中心にハローこども園での具体的な取り組
みを紹介していきます。まず、改めて「非認知能力」とは、知能検査や学力検査では測定できない能力を意
味し、具体的には、やる気、忍耐力、協調性、自制心など、人の心や社会性に関係する力です。         

 
 
 
 
 
 
それでは、上手に社会や世界との関り、よりよい人生を送るためには、どんな力が必要なのか、キーワー

ドを挙げてみます。まず、目標を達成する力としては、忍耐力、意欲、自己制御、自己効力感、目標への情
熱が挙げられます。また、他者と協働する力としては、社会的スキル、協調性、信頼、共感、社交性、敬意、
思いやり等があります。さらに、情動を制御する力としては、自尊心、自信、楽観性等が挙げられます。 
 子供たちは、園生活の中のどんな活動や場面で、こうした力を付けているかを、紹介していきます。 

宮野恵理子 

  

 

ハローこども園の学び 

 

 うさぎ組さんになったばかり
の子供たち。初めての園服のボ
タンに悪戦苦闘！それでも、「自
分でやりたい。」という意欲をも
って、忍耐強く取り組み、自分
でできた喜びを感じる中で自己
効力感も育っていきます。 

やってあげる！ 

ありがとう！ 

できないよう。 

がんばる！ 

認知能力 

 

知識・技能 

思考力・判断力・表現力 

非認知能力 学びに向かう力・人間性 

何を理解しているか。何ができるか。 

理解していること・できることをどう活用するか。 

どのように社会、世界と関わり、よりよい人生を送るか。 

令和６年度の春、つき組さんは、みんなで協力して鳥小屋をつくり
ました。こうした共同制作も協働する力を培います。３月になり、
シジュウカラが小屋の中に巣材を運ぶ姿に感動したつき組さんでした
が、新しい命の誕生は見ることができず、卒園しました。 

 

また、困っている友達の気持
ちに共感し、手伝う思いや
りのある姿も見られました。 
 

令和７年度のつき組さんが、その後を
引き継ぎ、ヒマワリの種（餌）をあげて
くれました。現在、鳥小屋の中に作られ
た巣に卵が産み落とされていますが、子
育てをする親鳥の姿や、ひなが成長する
姿を見ることで、親や自然への敬意が
生まれることを期待し、無事卵がかえっ
てくれることを願っています。 

 

 

 

 

着替え 鳥小屋づくり 

めだか組さんの０歳児の赤ちゃんは、お腹がすくと泣きます。担任はミルクの飲みが悪いと、心配し、「味？」
「哺乳瓶？」「抱き方？」「環境？」などと原因を回避する方法をいろいろ試します。けれども、おいしそうに飲
んでいる姿を見ると、それだけで嬉しくなり、お腹いっぱいになってご機嫌に遊ぶ姿を見ては喜びます。それ
が、「愛なのかなあ。」と思います。愛情には、様々な感情が伴いますが、愛には、執着も期待も取引もなく、
ただ子供のことを想い、すべてを与えようと望みます。結局、非認知能力を育てる土台は、愛であることを感
じています。成長すればするほど、愛情になりがちではありますが、職員一同、子供たちに努めて愛を注ぎ、保
育・教育に臨んでいきます。 

お腹すいた！ 満足！ 

ご機嫌！ 

愛 

5月 


